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上野国山田郡桐生新町寄場組合

村々麁（あら）絵図面（写） 

＊縦 40.7 ㎝×横 53.3 ㎝ 

明治元  

（１８６８）年  
  絵図 1 舗 

赤石氏  

収集 

50 

桐生新町（黄色い長方形）、寄場組合村々（黒枠の長方形）や、渡良瀬川などの河

川（青い太線）、山・丘陵（灰色）が明瞭に描かれている絵図です。  

 

下方に列記されているの

は、村々の村高（村の生産量

を石高に換算したもの）です。 

これらの村々は桐生新町

を寄場（よせば、組合の中心

地）とする村々です。「明治の

大合併」（明治２２（１８８９）

年）まで、全国には多くの村

がありました（一般的に村の

規模は、現在の大字と同じく

らいだったといわれていま

す）。  

 

 

関東の場合、領主が多く、

複数の領主がいる村もあっ

たため、治安が悪化した江戸

時代後半になると、幕府は思

うように治安を維持するこ

とができませんでした。そこ

で文政１０（１８２７）年、

寄場組合村を作り、組合を通

じて博徒・浪人等の取り締ま

りや命令の伝達を図りまし

た。  

 

 

なお、当時の寄場組合村々が「平成の大合併」などで１つの自治体になった場合

もあります。  

  


